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Ⅰ．目的と内容  
２１世紀は『福祉』の世紀になるであろうと云われている。 

  少子化と高齢化が社会問題としてクローズアップされている中で、本講義では社会福祉の分野の中の児童福 
祉を中心にその基本原理・体系について学び、中でも児童虐待の現状と問題点をもとに考えていくことを目的 
としたい。 

 
 
 
 
 

Ⅱ．授業計画［単位数：２単位、授業週数：１５回］   
［前期］ 

１．児童福祉と養護 

２．施設養護の基本原理（一般的基本原理） 

３．施設養護の基本原理（方法論的基本原理） 

４．福祉施設の歴史（戦前） 

５．福祉施設の歴史（戦後） 

６．児童養護の体系と対象（Ⅰ） 

７．児童養護の体系と対象（Ⅱ） 

８．施設養護と家庭的養護（Ⅰ） 

９．施設養護と家庭的養護（Ⅱ） 

10．社会的養護の課題 

11．虐待について（Ⅰ） 

12．虐待について（Ⅱ） 

13．児童福祉施設各論（Ⅰ） 

14．児童福祉施設各論（Ⅱ） 

15．まとめ 

Ⅲ．講義の進め方  
  社会福祉の中で養護のあり方・体系について理解を深める。特にその中の児童養護のあり方・実情に関する 
社会問題を取り扱い、学生の意見等も取り入れながらの授業にしていきたい。 
 

 

 

Ⅳ．試験と成績評価  
講義終了時にテスト又はレポートを実施し、出席状況と合わせ評価する。 

 

 

 

Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
  児童の置かれている環境についていっしょに考えてみたい。児童養護に今求められていることは何か、福祉 
の道を志す者にとって何が必要なのか、何ができるのかいっしょに考えていきたい。 

 
 
Ⅵ．使用教材  
  教科書：『新しい養護原理』加藤孝正著 （ミネルヴァ書房） 
  参考書： 
 

 


